






要約 健常児に対するデスーエデュケーションに関する、意識調査を実施したところ、有

識者約 500名のうち、意義があるとしたものは8割強であった。健常児に対するデス・エ

デュケーションは、生命の大切さを認識させるよすがとなり、精神面の成長や発達に役立

ち、実施するのに適切な年齢は小学校高学年、教育の場は学校、家庭、病院であると考え

られた。デス・エデュケーションの普及には、教育上、社会環境上、克服すべき多くの課

題が存在し、家族や医療者向けの教材を整備し、病院で健康教育の一貫としてデス・エデ

ュケーションを行うことが重要と考えられた。


